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1  はじめに 

 特定母樹を始めとする優良品種を早期に普及するため

には、1 本の原木あるいは少数の原種園保存木から短期間

に原種苗を大量に増殖する必要がある。原木あるいは原種

園保存木から採れる穂には限りがあるため、これらから増

殖したクローン苗から再増殖する方法が効率的である。そ

こで、再増殖に供するさし穂を生産するため、スギのさし

木苗をポットに移植し促成栽培を試みた。 

 苗木への施肥については、苗畑での育成1)5)あるいは実生

コンテナ苗 3)で報告されているが、ポット苗で促成栽培を

するための知見は少ない。また、さし木苗は肥料がほとん

どないさし床から移植するため、肥料が含まれる苗畑やコ

ンテナで育成される実生苗とは区別して検討する必要が

ある。さらに、一般に肥料が多すぎると生育障害が生じる

こと、過剰養分に対する耐性には種や品種間に差があるこ

と7）から、生育障害が起こる肥料量をクローンごとに確認

するとともに、生育障害が起こる肥料量がクローンによっ

て異なる場合は、さし木苗一般について生育障害を起こさ

ず成長を促進する施肥量を明らかにする必要がある。 

 そこで本研究は、施肥量がスギのさし木ポット苗の成長

に与える影響についてクローン間差があるかを確認し、差

がある場合は複数のクローンでさし木ポット苗の成長を

促進する量を明らかにすることを目的として、3 クローン

のスギ精英樹のさし木ポット苗の育成試験を行った。 

 

2  材料と方法 
 試験材料は、茨城県日立市の森林総合研究所林木育種セ

ンター構内に植栽されている関東育種基本区のスギ精英

樹のうち、郷台1号、甘楽1号および天竜11号の 3クロ

ーンを使用した。これらの 3 クローンから 20cm のさし穂

を取り、2016年3月に育苗箱に入れた鹿沼土小粒にさしつ

け、ガラス温室内でミスト潅水を行なった。2017年4月に

発根したさし木苗をポット（直径15cm、高さ30.5cm）に移

植した。なお、ポットには培養土（スーパーソイル、肥料

なし）：鹿沼土中粒：赤玉土中粒を体積比75:34:51で混合

した用土を入れた。同年4月14日に緩効性肥料（ハイコン

トロール391-180日タイプ、N:P:K=13:9:11）をポットあた

り0g、15g、30gおよび45gを計量してポットの表面にばら

まきした。4 段階の施肥量の各段階につき、各クローン 3

本を 1反復とし、3反復とした。ポット苗は屋外に置き、

乾燥しないよう週 2〜3回潅水した。施肥した翌年の 2018

年 4 月 18 日に苗高および地際直径を測定した。施肥量間

でクローンのサイズに差があるかを検討するため、苗高お

よび地際直径について、R4）を用いてクローンと施肥量（無

施肥を除く）を要因とする二元配置の分散分析を行った。 

 

3  結果と考察 

 施肥しなかったさし木ポット苗は１成長期を経過して

もほとんど成長せず、針葉が黄変した。一方、施肥したさ

し木ポット苗はいずれの施肥量でも成長し、針葉は緑を呈

していた。さし木は腐敗を防ぐために肥料分の少ない清潔

な用土で発根させるため、発根に伴う穂木の養分の消耗が

大きい 2)。また、塘 6)はスギの生育中期〜後期の窒素欠乏

の苗は黄緑色〜淡黄緑色を呈すると報告していることか

ら、無施肥のポットのさし木苗は窒素不足に陥り、ほとん

ど成長しなかったと考えられる。 

 施肥量と 1 成長期後の苗高・地際直径の関係を図 1、図

2 に示した。施肥したさし木ポット苗の苗高は無施肥のそ

れに比べて30.4〜41.4cm大きかったが、施肥量15〜45g間

の差は0.6〜3.1cmであった。二元配置の分散分析の結果、

クローン間の差が0.1％水準で有意であった（表1）。一方、

施肥したポット苗の地際直径は無施肥のそれに比べ 3.6〜

5.8mm 太かった。施肥量による地際直径の最大値はクロー

ンによって異なり、郷台1号では45g/ポット、甘楽1号で

は15g/ポット、天竜11号では30g/ポットで地際直径の最

大値を示した。二元配置の分散分析の結果、クローン間の

差は0.1％水準で有意であった（表2）。15g/ポットの処理

では無施肥に対して大きく成長していること、それ以上の

施肥量間では有意な差がみられなかったことから、今回用

いた肥料では15〜45gの範囲で3クローンのさし木苗に対

する成長促進効果が得られることが示された。作物では、

養分が少ない場合に施肥量を増加させていくと収量の増
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加程度は多いが、施肥量が増加するにつれて収量の増加程

度は次第に低下し、施肥量が最適範囲以上になると収量が

頭打ちになる 8)。さらに施肥量を増やすと生育障害が起こ

り、成長が抑制される。今回の結果では、施肥量の増加に

伴う伸長成長・肥大成長には明確な低下はみられなかった

ため、15〜45g/ポットの施肥量の範囲では明確な生育障害

は発生していないと考えられる。スギの幼苗は速効性肥料

による生育障害を受けやすいため播種床の肥料として緩

効性肥料が有効であるという報告 5)があり、今回用いた緩

効性肥料は180日間にわたり肥効が継続して比較的肥料焼

けしづらいという特徴がある。このため、生育障害が発生

せずに成長が促進されたと考えられる。 

以上の結果から、多数のクローンのポット苗を促成栽培

する場合は緩効性肥料15g〜45gが適切な量と考えられる。

ただし、今回明らかにした肥料の適正量は肥料の種類や肥

効期間によって異なることが考えられる。また、さし木苗

のサイズ、ポットのサイズ、施肥の方法、潅水の頻度、用

土の種類等によっても適正量は異なるため、これらの諸条

件によって適正量が変化することに留意する必要がある。 
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図1 施肥量と 1成長期後の苗高の関係 

 
図2 施肥量と 1成長期後の地際直径の関係 

 

表1 施肥（15g、30g、45g）を行った 3処理区における 1成長期

後の苗高についての二元配置分散分析結果 

 
 
表2 施肥（15g、30g、45g）を行った 3処理区における 1成長期

後の地際直径についての二元配置分散分析結果 

 

112

https://www.r-project.org/

	00_年報表紙_
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	01_はじめに
	02_R3トピックス
	トピックス
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5

	03_年報目次
	業務実績～裏表紙
	04_業務実績
	00業務実績表紙
	01林木育種の推進
	林木育種の推進

	02 年報用R2年度の業務実績(各部等）

	05_資料
	0 資料表紙
	1 沿革
	2 事業内容
	3-1 育種基本区
	3-2 育種区別対象地域・育種基本区別森林面積
	3-3 育セ・育種場及びバイオの住所等
	Sheet1

	4 組織図
	Sheet1

	5 職員数
	6-1 登録品種
	7 (1) 登録品種

	6-2-1 主な開発品種一覧(17年度以前）
	7 (2) 主な開発品種一覧

	6-2-2 品種データ
	①-1 初期成長に優れた品種スギ
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	①-2 初期成長に優れた第二世代品種スギ・カラマツ
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	②-1 材質優良スギ品種
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	②-2 材質優良トドマツ品種
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	②カラマツ材質優良品種
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	③成長の優れたアカエゾマツ品種
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	④-1 花粉少ない品種スギ
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	④-2 花粉の少ない品種ヒノキ
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑤低花粉スギ品種
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑥無花粉（雄性不稔）スギ品種
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑦無花粉遺伝子を有するスギ品種
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑧幹重量（二酸化炭素吸収・固定能力）の大きい品種スギ
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑨幹重量（二酸化炭素吸収・固定能力）の大きい品種トドマツ・カラマツ・ヒノキ
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑩-1 マツノザイセンチュウ抵抗性品種アカマツ
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑩-2 マツノザイセンチュウ抵抗性品種クロマツ
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑪スギカミキリ抵抗性品種
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑫スギザイノタマバエ抵抗性品種
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑬マツバノタマバエ抵抗性品種
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑭エゾマツカサアブラムシ抵抗性品種
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑮雪害抵抗性品種スギ
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑯寒風害抵抗性品種スギ・トドマツ
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑰凍害抵抗性品種スギ・ヒノキ・トドマツ
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	㉑寒害抵抗性品種スギ
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	㉒木質バイオマス生産量の大きいヤナギ品種
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	㉓耐陰性品種スギ等～木ロウ生産に適したハゼノキ品種
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	㉔-1 エリートツリー等_スギ
	年報掲載版

	㉔-2 エリートツリー等_ヒノキ
	年報掲載版修正

	㉔-3 エリートツリー等_カラマツ
	年報掲載版

	㉔-4 エリートツリー等_トドマツ
	年報掲載版


	6-3 中期計画別の主な開発品種数
	表Ⅲ-7 (3) 主な開発品種数 (新集計)

	7 特定母樹
	R2年度

	8 林木遺伝子110番(遺伝資源部）
	9 講習・指導
	年報（集計）

	10 視察・見学等
	18 視察・見学等

	11 プレスリリース
	19 (1) プレスリリース

	12 海外研修員の受入れ（海外課）
	20(1)海外研修員

	13-1 文献総合目録_令和2年度に発表等を行った文献数一覧（論文データベースから）
	22 (1) 文献数一覧

	13-2文献総合目録_令和2年度に発表等を行った文献目録

	06_業務レポート
	業務レポート表紙
	バインダー1
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